

















  私が初めて E・パノフスキーの著作に接したのは、ちょうど日本を発つ二、三年前のことであっ
た。先の回でも触れたが、そういうことには何かと勘の良かった私の父が、ある日丸善で、ペーパー



























and Renascences in Western Art (1960)3 であった。（これより以前に出版されていた Early 
Netherlandish Painting (1953)4 が当時日本でほとんど知られていなかったのは今思えば不思議で
ある。そのころ日本では、まだ北方ルネッサンス美術の研究者はいなかったのであろうか？）
















4  邦訳『初期ネーデルラント絵画：その起源と性格』（勝國興・蜷川順子訳）中央公論美術出版、2001 年。
3
の偉丈夫に育っていった。












「Goodbye, everybody! This is the end of the world!」と叫んだのが、冗談とも真面目ともつかず、
皆で苦笑したことを覚えている。しかし事態はまさにその通りであった。後に、当時の国防長官
だったマクナマラの回想として、多分同じ頃の夕日の美しい夕方、オフィスの窓から夕日に映え
るポトマック河を見、この河を見るのも今日が見納めかと思った、と記されているのを読んだ。
世界はまさに第三次世界大戦、それも全面核戦争の危機に瀕していたのである。
　その頃、美術史・考古学の図書館兼研究室であったマークアンド・ライブラリーは、戦前のま
まのロマネスク様式の古めかしい建物であった。到着して暫く後、授業開始までまだ数日という
頃、ほとんど他に人影のない閲覧室で、少し猫背の背をさらに丸め、熱心に資料を読みノートを
取っている老人がいた。窓から差し込む夕日の陰の中のその人は、齢の頃は六十代半ぐらいであっ
たろうか。背は低く、少し薄くなった短髪の頭は丸く、いわゆる才槌頭であった。顔の色はどち
らかといえば褐色で、太い黒い眉の下、黒縁の眼鏡の奥のぎょろ目だけが、異様に生き生きと輝
いていた。その人が席を立った折に机上を見ると、大体がティツィアーノ関係の図書で、ルネッ
サンス絵画を研究しているということは解った。そこであるとき、同僚に、あの老人は誰かと尋
ねたところ、「お前、知らないのか、あれがパノフスキーだ」という返事であった。
　これには驚いた。なぜなら、それは私が心の中で抱いてきたヨーロッパの大知識人とは、似て
も似付かぬ容貌だったからである。そのころ私は、まだ北欧系の、いわゆる（ナチズムが喧伝し
た）アーリア人種の人達の容貌と、ユダヤ人を含めたセム系の人達の容貌との違いがわかってい
なかった。西欧の古典・中世文化にあれほど精通した人物が、その外見において、私が心中に描
いていた理想のヨーロッパ人とまるでかけ離れていたことが信じられなかったのである。
　多少角度が変わるが、プリンストンに到着したその日から、もう一つ私のそれまでの西欧文化
4
観と現実の懸隔に驚かされたことがある。典型的な東部の豊かな小邑であるプリンストンには、
街のあちこちに様々な宗派の教会が立っていた。大学と隣接（というか同じ敷地）には神学校が
あり、その小さなライブラリーは私の精神的休息の場であった。初回に触れたように、立教大学
時代の恩師のローズ先生の先輩であり、新約聖書学の泰斗であったメッツガー先生と出会ったの
もこのライブラリーであった。しかし、私が驚かされたのは、確かこの神学校のチャペルを始め、
多くの教会堂が、新古典様式で建てられていたことである。
　アメリカの多くの大学同様、プリンストン大学のチャペルは立派なゴシック様式であった。そ
の創建には、大学の中世研究者が大いに預かっていたとも聞いた。西欧文化についてごく浅はか
な知識しか持ち合わせていなかった私にも、この会堂の様式は大いに頷けた。しかし、その未熟
さの故に、私にはキリスト教の会堂が新古典様式で建てられていることがどうにも理解できな
かった。当時の私にとって、新古典様式は理性と啓蒙の象徴であった。もちろんその時点では、
私はアルベルティの聖アンドレアもテンピオ・マラテステイアーノも知らなかった。つまり、近
世以来ヨーロッパが自らのキリスト教的土壌の上に古典様式の復活を図ったということがまだ全
く理解出来ていなかったのである。
